


























































































































































































































































































































































地 域 家　　族　　別 個人別隊癬真
人 劃4－1・1襟上14－1・17以上1
N・v・・a・・（・・w・）82・・％「51・1％77・2％167・3％1 7
標準地酬73・8％35・・％了5・9％53・3％i 6
五
　結合家族の将来は，近代家族が経済的な，また思想的基盤に基づいて生れた如く，如何
にしてその新しい方向に持ってゆくかにかかっている。都市に住む若い層は，故郷の親族
からの経済的要求に応ずることに困難を感じている。かかる要求に応ずるとしても，それ
が可能であるからなすのであって，積極的に援助する意志はない。家族のために経済的負
担を負っている数が47％もいて，その中25％がかかる負担に不平を抱き，多くの者が結合
家族の束縛に抵抗を感じながらもやむを得ぬこととしていることが報告されている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7）
　思想的な啓蒙は極めて困難である。結合家族のイデオロギーは普遍的な力を持つもので，
長上や確固とした規律の権威は根強いものがある。　「目上の者を尊敬せねばならない。支
配と従順の関係を破ってはならない。」　「目上の者の命令は聞かねばならないし，口答え
してはならない。たとえ間違ったことが分っても目上の第三者を通して意見を伝えねばな
らない。」「家長とその妻は家政を統率するのみならず家族員は互いに尊敬し合わねばなら
ない。」などの言葉にそれが現わされている。若い世代の思想はこれらの古めかしい拘束に
反擾を感じている。若い人々は教育と経済の発展の結果として，民主的思想をとり入れた。
彼等は年輩者が考え方を変え，もっと自由になることを望んでいる。それは当然のことで
あるが，世代の差異から来る好みと習慣の違いは混乱を来すこととなった。若い世代が望
むのは家長と年長者の間の関係に新しい方向と指示を与え，両性の個人々格の健全な発達
である。教育と経済の発展の結果として，殊に女性の場合は著しい発展があった。結合家
族に関して，これを望むのが13．9％しかなく，75．0％がこれに反対した例があっても驚く
に当らない。また，年輩の女性も，若い者と父親との間に生じている状態の変化を知って
　　　　　（8）
いる。すなわち父親が家族の唯一の権力者ではなくなりつつあり，息子は自分の権利を主
張するようになったことを見ている。
　しかしまた，世代の差異による考え方の違いがみられるにも拘らず，ずっと若い世代の
中にも結合家族に対する根強い感情的なつながりがあるのが注目される。1．P，　Desaiが
最近に高校生について調査したところでは，共に生き共に死ぬ習慣を持つ結合家族の生活
への憧れをもったものが97％いることを示し，親達が家で仕事をするのを手助けしたい
という者が72％もあり，ただ17％だけは恐怖感と圧迫感を有したに過ぎないと報告してい
る。さらに89％は年長者から指揮を受けることを当然とし，少くとも導かれるべきだとし，
9％の者のみが，たとえば夜遅く帰ったときにも叱られることに疑問を抱いている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（9）
200
いずれにしろ，個人々格の尊重が充分になされ，思想的に，自由と平等とが両親の間に，
また親子の間にもたらされて，真に近代的な民主的家族が生成するまでには，インドの社
会的諸条件が大幅に変更されない限り，結合家族制度からの脱出はまだまだ困難な様相を
示しているものと考えられる。
（1）　1．P．　Desai，　Soc．　Bul．，　vol．　IV，　no．ii，　P．102．
（2）K：．T．　Merchant，　Changing　Views　on　Marriage　and　Family（1935），PP．128ff．，
　　278ff；K．　M．　Kap碑dia，　Soc．　Bu1．，　vol．　IV，　no。　ii，　P．164（1955）．
（3）　Soc，　Bul．，　vol．　IV，　no．　ii，　PP・161～3・
（4）Soc．　Bul．　vol　V，　no．　ii，　PP．113～14，117．
（5）　1．P．　Desai，　Soc・Bul．，　vol　V，　no．　ii，　PP・148ff・
（6）　Soc．　Bu1．，　voL　V，　no・ii，　PP・114，124，119・
（7）　Soc．　Bul．，vol．　IV，　no．　ii，　PP．170，172，174ff．
（8）J・M・Sarma・Soc・Ba1・・vol・IV，no・ii・PP・166・168・1702172～3・177ff・；
　　K．T．　Merchant，　PP．123ff．
（9）1．P．　Desai，　High　School　Students　of　Poona，　PP．74・ff．
　　なお，本稿でインドの家族関係についての素描を一応了りたい。
